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［研究の概要］ 
 この研究は、2003 年から 2008 年にかけて実施された 21 世紀 COE プロジェクト「活地

球圏の変動解明」(余田成男代表)に関連して、タイ・Phimai で開始した地磁気観測および

その直後に発生したスマトラ沖地震に端を発する。2004 年 以前も、地震と地磁気脈動に関

する論文は多数存在したが、説得力のある、明確な観測結果は無かった、もしくは、地震

と地磁気脈動の関連の否定的報告もあった。ところが、2004 年 12 月 26 日に発生したスマ

トラ沖地震の際、震源から 1500km 以上離れたタイ・Phimai で Pc5 的地磁気脈動および

GPS-TEC 脈動が観測された。いろいろな可能性について考察した結果、そのスペクトルの

特徴から、重力音波共鳴による電離層ダイナモ、および、それに伴う沿磁力線電流の生成

であると結論した(Iyemori et al., 2005)。ただし、観測データとしては、地磁気と GPS-TEC 
(Total Electron Content)しかなかったので、音波共鳴であることを確認するために、2006
年夏以降、微気圧観測を開始した。その後発生した国内での内陸型地震(三重県中部、岩手・

山形等)に伴い、期待される重力音波共鳴を微気圧観測でも検出することが出来た。また、

2010 年 2 月 27 日に発生したチリ地震の際には、南米の磁気赤道上にあるペルーの地磁気

観測所で、沿磁力線電流の効果であると解釈される、重力音波共鳴周期をもつ磁場変動を

検出した。そして、2011 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震では、国内各地(多
点)で明瞭な磁場および GPS-TEC の変動が観測され、これまでの推測、すなわち、 重力音

波共鳴の生成とそれによる電離層ダイナモ電流の確認、更には、数値シミュレーションに

よる解釈(Shinagawa et al., 2007・Matsumura et al., 2012; Matsumura, 2012)を行うこと

が出来た。一方、低高度精密磁場観測衛星(CHAMP および Oersted)による中低緯度領域で

の微細な磁場変動の存在(平,2010;中西, 2012)の発見と解析から、下層大気擾乱に起因する

電離層ダイナモと、それに伴う沿磁力線電流の恒常的存在が明らかになり、地震に伴う重

力音波共鳴に起因する一連の電磁気学的プロセスは、その一部であると考えるに至った。 



 講演で使用した地震に伴う重力音波共鳴による電離層ダイナモと沿磁力線電流発生に関

する観測結果の詳細は、月刊地球 2012 年 10 月号に掲載されるので、そちらをご参照いた

だきたい。 
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